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9. 研究実績の概要

　本年度は、種々のフラーレン誘導体をシクロデキストリン・フラーレン誘導体錯体からリポソーム膜内へ移動させることによるリポ
ソームへの導入効率や、作製したフラーレン誘導体含有リポソームの安定性について検討した。また、これらの基礎実験として、シク
ロデキストリン・フラーレン誘導体錯体の安定性ならびにがん細胞に対する光線力学（PDT）活性を評価することで、フラーレン誘導
体自身の持つ活性を評価した。
　まず、シクロデキストリン・フラーレン誘導体錯体の安定性を評価した結果、予想に反し未修飾フラーレンの錯体と比べ若干安定性
が向上することが明らかになった。シミュレーションの結果、フラーレン誘導体の置換基が錯体の安定性に寄与していることが示され
た。しかし、それほど大きな安定性の違いが無いためリポソーム膜内へのフラーレン誘導体の移動は未修飾フラーレンと同様の条件で
行えることが予想された、
　次に、シクロデキストリン・フラーレン誘導体錯体のPDT活性を測定した結果、PDTに適した波長領域である600 nm 以上の光の照射
で従来のPDT薬剤であるフォトフリンよりも高い活性が示された。この領域の光では、C60がほとんどPDT活性を示さないことから、フ
ラーレン誘導体を用いる利点が明らかとなった。
　最後に種々のフラーレン誘導体をシクロデキストリン内からリポソーム膜内へ移動させる実験を行った結果、置換基により導入効率
が異なることが示された。今後、置換基の特性と、導入率との関係をより詳細に検討する。
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（2）おおむね順調に進展している。

これまでに、一部のフラーレン誘導体がリポソーム膜内にほぼ定量的に導入できることを証明できた。これらの結果は、新規性が高く
、当初目的の一つが達成されている。

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策　等

　昨年度までに作製したフラーレン誘導体含有リポソームを用いて、活性酸素産生能の検討、ならびにがん細胞に対する光線力学活性
評価を行い、未修飾フラーレン含有リポソームや現在市販されており臨床にも多く利用されているフォトフリンとの比較を行う。また
、フラーレン誘導体含有リポソームのこれら活性に対するpH依存性を調べることで、On-Off機能のの発現を評価する。

（理由）
　研究代表者の大学異動に伴い、新規な機器、ガラス器具、および試薬の購入が必要なため。

（使用計画）
　新規な機器として、精密天秤や蒸留装置、合成用および精製用のガラス器具、さらに試薬や溶媒の購入を行う予定である。

（今後の推進方策）

（次年度使用額が生じた理由と使用計画）
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13.研究発表（平成２５年度の研究成果）
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Enantioselective Recognition of [60]Fullerene-Bisadducts by Cyclodextrin: Kinetic Control of a
Mechanochemical High-Speed Vibration Milling Process

Water-soluble fullerenes using solubilizing agents, and their applications

Effect of different substituents on the water-solubility and stability properties of 1:2 [60]fullerene
derivative&#8226;gamma-cyclodextrin complexes
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[70]フラーレンの取り込みによるリポソームの動的挙動変化

発　表　場　所

和歌山大学・栄谷キャンパス（和歌山県・和歌山市）

金沢大学・角間キャンパス（石川県・金沢市）

金沢大学・角間キャンパス（石川県・金沢市）

近赤外光照射により一重項酸素を発生するナノハイブリッドクラスター

Formation of cyclodextrin&#8226;fullerene derivative complexes and their photoactivities

2013年09月12日

2013年09月13日

発　表　場　所

発　表　場　所

発　表　場　所

（6／7）



２版

〔図書〕　計（ ０ )件

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（ ０ )件

〔取得〕　計（ ０ )件

15.備考

国内・外国の別発明者

出願年月日

権利者

権利者発明者

産業財産権の名称 取得年月日産業財産権の種類、番号

産業財産権の名称 産業財産権の種類、番号 国内・外国の別出願年月日

著　者　名

総ページ数

出　版　社

発行年書　　名

（7／7）


